
■遠く、遠く■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 197号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：遠く、遠く 

 

このところ、即席ラーメンを生み出す試行錯誤に、僕も毎朝悶々と付き合っていた。 

だが今朝の「まんぷく」は、ついにてんぷらから麺を揚げることを思いついた。 

久しぶりに気持ちよく番組が終わったので、そのままのんびりテレビを見ていたら、今度は次の番組で流れる歌

が僕の頭を掻きまわした。 

それは、梶原敬之の「遠く、遠く」という歌で、「遠く遠く離れた街で 元気に暮らせているんだ 大事なのは

“変わってくこと" “変わらずにいること"」という部分がのんびりと流れていく。 

“変わってくこと" と“変わらずにいること"･･･これはまさに、僕が今一番関心のあることだ。 

・ 

「変わること」と「変わらないこと」は、互いを必要とすることだ。 

そもそも変化とは、同じものが同じで無くなること。 

子供が成長したり、性格が変わるというのは、一つのものが時間を経て違うものになることだ。 

もしもそこにいた子供が、大人と入れ替わるなら、それを変化とは言わないだろう。 

だから、子どものころの面影が無い、まるで別人のような人になったとしたら、それを変化と認識できる保証は

なく、むしろ別人と思われてしまうかも知れない。 

「実は同じ」だからこそ変化だと言える･･･と、僕はそう思う。 

・ 

その意味で言うと、「同じ」という概念も似ている。 

どんなにそっくり同じコップが二つあったとしても、それらはそっくりなだけで同じではない。 

だが、どちらも「コップ」と呼び、区別なく同じ使い方をするという意味では「同じ」と言える。 

本当の同じとは、それ自身のことであり、「あなたの友達と私の娘は同じ人」というのが正しい使い方だ。 

つまり、同じとは、何かが同じかどうかを指すにすぎず、ほとんどの場合はそれ自身以外の違うものを指してい



る。 

・ 

僕は今取り組んでいる「土地の継承」についても、似たようなことが言える。 

継承とは、そのまますべてを引き継ぐことで、変わるのは持ち主だけにしてその他はすべて変えてはならない。 

文化や芸能を継承する場合でも、継承は忠実に行い、自分なりに変化させるのはその後の話だ。 

引き継いだ途端に違うことをやるのでは、継承とは言い難い。 

僕が相続を否定するのは、あくまで「相続は継承ではない」という意味だ。 

法定相続人が複数いれば、財産を分割しなければならないし、たとえ一人がすべてを引き継いでも、高い相続税

を払うため土地の一部や全部を売却することになる。 

「相続」は、むしろ継承を妨げる断絶を招いていると言える。 

・ 

考えてみれば、「売却」もまた断絶だ。 

本来、継承することを望まれたら、お金を払うどころか貰いたいくらいだと僕は思う。 

王位などの地位や、家督などの権利を継承するのに、お金を払うなど聞いたことがない。 

いやなことや面倒なことにわざわざお金を払う人などいるはずがない。 

つまり、お金を払うのは手切れ金のようなもので、いい所だけ引き継いで、いやなことはすべて捨てることが購

入だ。 

だが、一見都合のいい所だけ引き継ぐことが、本当に得なんだろうか。 

僕はそうは思わない。 

僕ならまず、すべてを引き受けて、自分に不要なものは、それを必要とする人にあげたいと思う。 

・ 

自分で成し遂げ、終わらせることなら引き継ぎの必要は無いだろう。 

夢を描いて語りながら、その実現を託すなら、夢を込めたバトンを作り、誰かに引き継ぐ必要がある。 

だが、その夢を大切に保存して守り続けるのでなく、夢を叶える努力と夢の修正が必要なはずだ。 

「大事なのは“変わってくこと" “変わらずにいること"」とは、「変わってくことは何か」、「変わらずにいるこ

とは何か」を考えることだ。 

自分の町をどうしたいのか、そのゴールはふらふら変えるべきでは無いけれど、それを妨げる現状はどんどん変

えるべき。 

つまり、「変わること」と「変わらないこと」は、その両方があって初めて価値を持つのではないだろうか。 

 

http://nanoni.co.jp/20190210-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：日本土地資源協会 年次総会 

 

今週は、下記の要領で日本土地資源協会の年次総会を開催します。 

興味のある方、傍聴可能ですので、どうぞお越しください。 

日時 2月 14日(火) 15時～ 

場所 笑恵館 

議題 2018年度決算及び活動報告 

2019 年と予算及び活動計画 



参加ご希望の方は、このメールに返信してください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）02/11 ◎なのに作業日（14時以降・青葉台） 

（火）02/12 ◎なのに作業日（17時まで・青葉台） 

（水）02/13 ○15時まで笑恵館で面談可（笑恵館） 

（木）02/14 ○午後から笑恵館で面談可（笑恵館） 

 15-17時 ★日本土地資源協会 年次総会（笑恵館） 

17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）02/15 ◎なのに作業日（横浜方面） 

（土）02/16 ○終日笑恵館で面談可（笑恵館） 

13-17 時 ★各種・笑恵館セミナー 

（日）02/17 ◎なのに作業日（青葉台） 

 

■その後のイベント 

02/21 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

02/23 ★各種・笑恵館セミナー 

02/24 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

02/28 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

03/02 ★各種・笑恵館セミナー 

03/08 ★カプラー起業交流会（三茶） 

03/14 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

03/14 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 



〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


